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国際宇宙探査への貢献
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・全長×全幅×全高
6.0m×5.2m×3.8m
（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ約2台分）

・居住空間13m3

（4畳半ﾜﾝﾙｰﾑ程度）
・2名滞在可能

ローバーと探査活動
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・トヨタ次世代燃料電池
によるトータル
１万キロの月面走行

・水素･酸素 満充填で
1,000km走行

・クルーが安全に確実に
移動できる走行性能と
自働運転機能

ローバーと探査活動

イメージ図



燃料電池(FC)
及び 電動化

モーターFCスタック

コネクティッド

品質

耐久性

信頼性

ﾊﾟﾜｰｺﾝﾄﾛｰﾙ
ﾕﾆｯﾄ

自動運転と人工知能

C A S E



燃料電池（FC)技術1965年降、有人ロケットの電力源

出展：NASAジェミニ7号 1965 アポロ9号 1969
スペースシャトル

燃料電池（FC)
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航続距離1,000ｋｍ相当にてトヨタ試算
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次世代
燃料電池

次世代
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

次世代
燃料電池

次世代
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

燃料電池（FC)
軽量



今回は、地球から
酸素・水素を持参

発電による生成水は、
冷却水や飲料水に活用可能

燃料電池（FC)
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将来､月の水資源を活用し、
宇宙で水素社会を実現する可能性

水

月の水資源

電気
分解 排出水

発電
H2O2

FC
ｽﾀｯｸ

太陽光発電

利用
電気 酸素・水素

貯蔵

電気



お客様
様々なモビリティ関連企業

トヨタのFC技術
研究機関

宇宙開発

ステークホルダーとの連携・協力

様々な形の連携・協力を通じ、水素及びFC技術の普及促進を進める

大学
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